
広 報

◎

今
年
も
サ
ン
タ
が
き
た
ぞ

］
日
早
い
タ
リ
ス
マ
ス

プ

レ
ゼ
ン
ト
に
子
ど
も
た
ち
大
喜
び

打一」‐こ日保中つサ所さン（リタリ‐‐̈赫一「中）世］攀［中一̈
中̈
内十マ』”̈

小
山
内
さ
ん
は
、
自
費
を
投
じ

て
プ

レ
ゼ

ン
ト
を
準
備
し
、

こ
れ

ま
で
四
年
間
も
十
三
保
育
所
を
訪

こ
の
日
も
、
赤

い
サ

ン
タ
の
服

に
自

ヒ
ゲ
を

つ
け
て
現
れ
、
子
ど

も
た
ち

一
人

一
人
に

″
わ
た
菓
子
″

や
お
土
産
を
手
渡
し
喜
ば
れ
ま
し

昭和馴年 12月 号
サンタのおじさんありがとう。また来てネ .′ 子どもさちは大喜びでした
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広報しうら ②

除雪作業にご協力ください

作業中は危険ですから近寄らないで下さい。

立
候
補
の
届
出
は
、
告
示
日
の

六
日
か
ら
翌
日
の
七
日
ま
で
の
二

日
間
、
午
前
八
時
二
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
の
間
に
受
け
付
け
ら

ま
た
、
立
候
補
の
辞
退
届
の
受

け
付
け
も
同
じ
期
間
に
受
け
付
け

村
議
会
議
員
選
挙
は
、
国
会
議

員
や
県
議
会
議
員
等
の
選
挙
に
く

ら
べ
て
運
動
期
間
が
短

い
の
が
特

徴
で
す
。

一
月
六
日
か
ら
投
票
日
前
日
の

十
二
日
ま
で
の
七
日
間
よ
り
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
短
期
間
に
急
速
を

運
動
が
過
熱
す
る
こ
と
も
予
想
さ

路
上
駐
車
は
や
め
よ
う

七
死
角

に
な
り
ま
す
ｃ
作
業
中
は

―

メ
ー
ト

ル
以
内

に
近
寄

∴
な

い
で
下
さ

い
。

一

■
除
雪
車
は
右
側
走
行
し
な
が

ら
除
雪
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
黄
色
回
転
灯
火
し
た
除
雪
車

を
見
た
ら
車
は
除
行
し
て
く
だ
さ

■
雪
の
中
に
車
を
乗
り
捨
て
ま

す
と
地
吹
雪
、
降
雪
な
ど
で
埋
も

り
、
除
雪
車
が
発
見
で
き
ず
衝
突

す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
Ｈ
印
に

は
、
赤
旗
を
で
き
る
だ
け
高
く
立

■
私
有
物
件
が
路
１１
に
は
み
出

し
て
い
る
と
除
雪
中
が
こ
れ
を
巻

き
込
み
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り

ま
す
Ｌ
ま
た
、
路
Ｌ
で
の
ス
キ
ー

ス
ケ
ー
ト
遊
び
は
危
険
で
す
か
こ

村
議
会
議
員
選
挙

市
浦
村
議
会
議
員
の
選
挙
は

一
月
六
日
告
示
、
十
二
日
投
票

日
と
決
り
ま
し
た
。

こ
の
選
挙
は
、
わ
た
く
し
た
ち
に
と

っ
て
い
ち
ば
ん
身
近
か

な
も
の
だ
け
に
、
情
実
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
村
の
将
来
を

託
せ
る
立
派
な
人
材
を
選
ん
で
議
会
に
送
り
た
い
も
の
で
す
。

れ
る
の
で
、
有
権
者
は
冷
静
な
態

度
で
公
正
を
選
挙
に
徹
す
る
よ
う

つ
と
め
た
い
も
の
で
す
。

用
務
で
村
外
に
旅
行
中

・
出
張

・中
な
ど
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る

理
由
で
、
投
票
日
に
投
票
所
に
行

け
な

い
人
は
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
入
場
整
理
券
と
印
鑑
を
も

っ
て
市
浦
村
選
挙
管
理
委
員
会
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
指
定
し
た
施
設
に
入

っ
て
い
る

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
投
票

で
き
ま
す
。
不
在
者
投
票
の
で
き

る
期
間
は

一
月
六
日
か
ら

一
月
十

二
日
の
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

１
９
マ

ー

い
ま
の
と
こ
ろ
降
雪
量
は
少
な

く
、
し
の
ぎ
や
す
い
冬
を
過
せ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
い
つ
、

大
雪
に
な
る
か
予
想
が
つ
き
ま
せ

そ
こ
で
、
村
で
も
除
雪
対
策
を

立
て
て
い
ま
す
が
、
除
雪
は
な
ん

と
い
っ
て
も
村
民
の
協
力
に
よ

っ

て
除
雪
機
械
を
フ
ル
に
発
揮
し
た

作
業
が
で
き
ま
す
。

か
ぎ
ら
れ
た
除
雪
機
械
を
効
率

的
に
動
か
す
た
め
、
み
な
さ
ん
に

投
票
日
は

一
月
十
三
日
で
す

投 票 所 と投 票 時 間

第一投票所 相内小学校 (講堂)

第二投票所 太田小学校 (教 室)

第二投票所 脇元小学校 (教 室)

第四投票所 十三小学校 (教室)

■投票時間 午前 7時から

つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
除
雪
作
業
は
、
交
通
量
の
少

な
い
１１１
朝
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
路

Ｌ
駐
車
は
絶
対
し
な
い
よ
う
に
し

この一票あなたが築くよい村政

除
雪
車
に
は

．近
よ
ら
な

い

は 故

目障

印 車

を に



③ 広報しうら

式
典
は
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

服
装
は
簡
素
に
　
　
一』凛蜃“婢一」腔装‐こ晰“導“

市
浦
村
教
育
委
員
会
で
は
、
め
　
　
だ
け
簡
素
に
し
て
、
み
ん
な
が
楽

で
た
く
成
人
に
な
ら
れ
た
方
に
対
　
　
し
く
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
く

し
、
個
人
ご
と
に
案
内
を
出
し
て
　
　
だ
さ
い
。

い
ま
す
が
、
全
員
参
加
す
る
よ
う
　
　
　
成
人
式

へ
出
る
た
め
多
額
の
出

の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
費
を
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の

服
装
は
簡
素
に
―
―
。
の
か
け
　
　
で
す
。

成人式には簡素な服装で気軽に

出席 したいもの…。

⌒カ
ッ
コ
内
世
帯
主
）

■
相
内

・
桂
川

“
太
田

米
　
谷
　
美
智
雄

（柾
　
雄
）

藤
　
田
　
朝
　
子

（　
敬
　
）

三

和

幹

子

（弘

二
）

山

田

光

子

（

進

）

三

浦

洋

子

（満

治
）

〓
一　
和
　
美
栄
子

（善
　
策
）

三

浦

文

子

⌒金

松
）

小

野

義

秀

（本

人
）

大

山

昭

Ｉ

本

人
）

小
　
寺
　
え
り
子

（由
太
郎
）

米
　
谷
　
　
　
書

（由
　
一
）

柏

谷

清

彦

（利

美
）

横

山

　

遺

（貞

男
）

下

山

祐

逸

（福

好
）

三

上

　

優

（

勲

）

秋
田
谷
　
つ
や
子

⌒
一
二
三
）

奈
　
良
　
由
漢
子

（光
　
男
）

奈

良

泰

貢

幸

雄
）

長
　
利
　
れ
い
子

⌒清
　
一
）

長

利

健

治

⌒市
二
郎
）

山

本

昌

子

⌒本

人
）

奈

良

照

子

（
タ

キ
）

植
　
野
　
明
　
男

（喜
代
美
）

秋
田
谷
　
千
加
子

（多
喜
郎
）

■
十
二

木
　
村
　
一　
臣

（
ス

成

田

汐

子

（信

秋
　
一九
　
行

・美

⌒行

房
　
子

（銀
　
一
）

哲
　
弘

（信
　
男
）

扶
紀
子

（兼
次
郎
）

英
　
美

（本
　
人
）

周
　
一　
⌒重
　
郎
）

透

（
フ
チ
エ
）

浩
　
子

⌒武
　
一
こ

満

（男
　
茶
）

武
　
彦

（　
治
　
）

竹

正

（正

年
）

弘
　
子

（利
二
郎
）

由
紀
子

（　
登
　
）

敦

⌒本
　
人
）

朝
　
子

（政
太
郎
）

■
脇
元
・
磯
松

高

木

洗

云

清

造
）

俵
　
谷
　
万
里
子

⌒作
之
進
）

村
　
上
　
英
　
俊

（浅
太
郎
）

葛
　
西
　
美
　
重

⌒安
十
郎
）

〓
一　
上
　
勝
　
司

（敬
　
司
）

葛

西

孝

明

⌒利

治
）

山

田

隆

Ｉ

勝

由
）

小

寺

誠

三

繁

則
）

沢
　
田
　
ひ
と
み

（三
之
助
）

中

山

紹

子

⌒正

美
）

新

岡

真

買

本

人
）

佐
々
木
　
千
　
春

（安
　
一
）

伊
　
南
　
　
　
徹

（忠
　
雄
）

藤

田

範

道

（

緑

）

田
　
中
　
百
合
子

⌒繁
　
雄
）

和
　
嶋
　
由
紀
子

（喜
代
志
）

今
　
　
　
息
　
子

⌒辰
　
雄
）

山

田

明

美

（清

作
）

田

中

義

仁

（義

雄
）

小 首 相 小 豊 白 浜 浜 中 堀 木 工 高 小

内 西 川 内 島 川 田 田 島 川 村 藤 橋 倉

納税貯蓄組合で研修会

組合の育成強化を図る体
験
発
表
で
問
題
提
起

市
浦
村
単
位
納
税
貯
蓄
組
合
会
　
　
　
村
内
に
は
、
三
十
人
の
納
税
貯

計
事
務
担
当
者
の
研
修
会
が
、
十
　
　
蓄
組
合
が
あ
り
ま
す
が
、
研
修
会

二
月
十

一
日
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
　
　
で
は
、
古
川
長
光
さ
ん

（相
内
派

に
、
各
組
合
の
会
計
事
務
担
当
者

　

立
納
貯
）
櫛
引

一
次
さ
ん

（脇
元

と
村
関
係
者
二
十
三
名
が
出
席
し
　
　
第
二
納
貯
）
湯
浅
政
蔵
さ
ん

⌒十

て
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
三
山
子
納
貯
）
の
三
名
が
体
験
発

こ
の
研
修
会
は
、
こ
れ
が

一
回
　
　
表
を
し
ま
し
た
。

日
で
す
が
、
組
合
事
務
に
関
す
る
　
　
　
特
に
論
議
さ
れ
た
の
は

「
組
合

問
題
点
を
改
善
し
、
よ
り
円
滑
な
　
　
員
の
加
入
、
脱
退
に
伴
う
持
参
金

運
営
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
　
　
の
配
分
、
年
度
途
中
で
国
民
健
康

め
の
も
の
で
、
今
回
は
直
接
組
合

　

保
険
に
加
入
し
た
場
合
に
税
額
が

事
務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
会
計
　
　
大
き
く
、
納
期
内
納
付
が
困
難
で

事
務
担
当
者
が
体
験
発
表
を
し
て
　
　
ぁ
る
。」
な
ど
が
問
題
と
し
て
出
さ

問
題
点
を
提
起
。
そ
れ
を
全
体
で
　
　
れ
、
組
合
の
育
成
強
化
を
図
る
意

討
議
し
て
解
決
策
を
講
ず
る
こ
と
　
　
味
か
ら
も
、
早
急
に
解
決
策
を
検

に
し
た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 納貯組合事務の体験発表もしました
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老人保健 学級

次回 は

'月

!7日 です

昭和54年 度の老人保健学級はH
月29日 から開設されてぃますが、
老年期における健康管理と、その

保持増進をはかるため日常生活に

即 した健康教育と、老後生活に必

要な一般教養、趣味、娯楽につい

て学習 しています。

3月 までの日程は次のとおりです。

館
鮭

聞
＝

年末年始の役場の執務

ご用納めは28日 です

今年も残すところあと数日、年
の瀬はなにかとあわただしぃもの。
Fp鑑証明や、戸籍謄・抄本の請求
や、納税する人などで役場を訪れ
る人が増えます。
ご用の方は早目においでくださ

い。役場は28日 が「ご用納め」で

午前中です。

新年は 1月 4日 が「 ご用はじめ」
ですから事務が開始 されるのは 5

日からになります。

家庭健康大学の開殿
家庭健康大学は、地域における

家庭の健康管理者を養成すること

を目的にしています。

主婦は家族の健康のにない手で

あり、家族の身体具合いのよしあ

しが一番よく知ることのできる重

要な立場にあります。

家庭の幸せは、家族の健康にあ

ります。健康大学に出席 して家族

の健康管理につとめましょう。

これからの日程は次のとおりです。

獅
菅

躍
口
翻

ｍ離橿

殷 脱 検 勝

と き 1月 16日 午後 2時 から

ところ 基幹集落センター

対 象 54年 9月 1日 ～H月 30日

までに生れた乳児です。

広報しうら C

青森県最低賃金

昭和53年 10月 20日 より実施 され

た青森県最低賃金(1日 2.228円 )

が次のとおり改正されました。

改正決定内審

実施年月日 昭和嚇年10月 20日

最低賃金額  :日 2,373円

賃金の大部分が時間によって定

められてぃる者については

:時間  297円
ただし、次に掲げる賃金は、

最低賃金額の算定には含まれて

おりません。

{1廂皆動テ当、(2)通 動手当、

(3)家族手当、{引臨時に支払われ

る賃金、、{5)lヵ 月を超 える期、

間ごとに支払われる賃金 (賞与

・期末手当など)、 (6100間 外労

働に対して支払われる賃金及び

深夜労働に対する割増部分の賃

金。

失業保険の認定

冬期間の日程が決りました

冬期間の失業保険の認定日は次
のとおりです。認定日には、Fp鑑

を忘れないでください。

冒周のおしらせ3

―
毀
専

―

交
通
事
故
相
談
所

を
ご
利
用
下
さ

い

交
通
事
故
は
、
平
和
な
家
庭
を

破
壊
し
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家

族
を
も
不
幸
に
つ
き
落
と
し
て
し

ま
い
ま
す
。

県
で
は
、
交
通
事
故
に
あ

っ
た

方
々
を
救
済
す
る
た
め
、
県
庁
と
、

弘
前
と
八
戸
の
県
合
同
庁
舎
内
に

相
談
所
を
設
け
、
損
害
賠
償
や
更

生
問
題
等
に
つ
い
て
、
無
料
で
相

談
に

，応
じ
て
い
ま
す
。
事
故
の
事

後
処
理
に
関
す
る
知
識
が
な
い
た

め．
、
泣
き
寝
入
り
し
な
い
よ
う
示

談
前
に
お
気
軽
に
相
談
所
の
御
利

用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

相
談
方
法
は
、
面
接
相
談
の
ほ

か
、
文
書
や
電
話
に
よ
る
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。

相
談
日
は
、
日
曜

・
祝
祭
日
を

除
き
、
毎
日
や

っ
て
い
ま
す
が
、

相
談
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
で
、
土
曜
日
は
十
二
時

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
五
所
川
原
市
役
所
に
毎

月
二
回
、人
戸
・
十
和
田
・
む
つ
。

三
沢

・
黒
石
の
各
市
役
所
に
毎
月

一
回
Ｑ
，そ
れ
ぞ
れ
、
定
例
日
を
設

け
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
最

寄
り
の
方
は
そ
ち
ら
を
御
利
用
く

詳
し
く
は
市
浦
村
役
場
企
画
室

へ
。



⑦ 広報しうら

津軽の先住民族

豊

白
鶴
自
鷲
の
旗
雄
々

安
東
水
Ｆ
の
寄
港
地
は
日
本

，四
浦
六
泊
に
駐
舶
す
る
安
東
船

は
、
十
三
浦
安
東
船
の
命
令
で
、

そ
れ
ら
国
内
の
交
易
港
に
寄
港

し
、
商
利
を
得
て
帰
帆
す
る
の

で
す
。
国
内
ば
か
り
で
な
く
遺

く
諸
外
国

へ
も
派
遣
さ
れ
、
古

代
か
ら
中
世
ま
で
の
海
上
権
を

独
占
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

順
風
を
待

っ
て
船
出
を
し
、

途
中
暴
風
に
あ
え
ば
各
地
の
寄

港
地
に
急
ぎ
、
ま
る
で
日
本
海

を
わ
が
も
の
顔
に
航
行
す
る
安

東
船
で
し
た
。
通
商
船
の
旗
印

は
白

い
鶴
を
象
ど

っ
た
も
の
で

し
た
。
ま
た
水
軍
旗
に
は
自
の

鷲
、
戦
闘
旗
に
は
黒
の
鷲
印
を

使
用
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

通
商
船
を
護
衛
し
な
が
ら
、
旗

を
潮
風
に
は
た
め
か
し
て
さ
っ

そ
う
と
航
行
す
る
勇
姿
を
眼
の

あ
た
り
に
し
た
津
軽
の
領
民
の

心
は
い
か
ば
か
り
で
あ

っ
た
こ

涛

潮

六

廻

船

。と

い
う
記
録
に
よ
る
と
、
安
東

船
の
航
路
が
記
る
さ
れ
て
い
ま

は
西
岸
廻
船
＝
羽
州
⌒
秋
田
県
）

土
崎
、
能
州
（
石
川
県
）輪
島
、

若
州
（
福
井
県
）
小
浜
、
長
門

赤
問
（
山
口
県
下
関
付
近
ヽ
ｔ

艘
。

唸
不
知
火
廻
船

⌒
又
は
筑
紫
廻

船
）
＝
筑
紫
（
福
岡
県
）博
多
、

肥
後
⌒
熊
本
県
）有
明
、ヽ
肥
前

（
長
崎
県
）平
戸
。
八
艘
。

３
水
道
廻
船
＝
瀬
戸
内
海
、
南

海
道
（
紀
伊
ｉ
和
歌
山
県
、
〓
一

重
県
。
淡
路
＝
兵
庫
県
。
阿
披

＝
徳
島
県
。
議
岐
＝
香
川
県
。

伊
予
＝
愛
媛
県
。
土
佐
＝
高

知
県
）
兵
庫
、
堺
。
十
二
艘

に
渡
島
廻
船
＝
松
前
渡
島
往
来
。

三
艘
。

国
唐
土
廻
船
＝
唐
土
南
北
、
南

蕃
紅
毛
人
国
“
十
六
艘
。

Ｇ
韓
土
廻
船
―
韓
土
。
七
艘
。

こ
の
記
録
の
港
は
主
な
る
も

の
だ
け
を
挙
げ
て
い
る
よ
う
で

す
。
こ
の
当
時
は
東
岸
廻
船
が

な
さ
れ
ず
、
日
本
海
の
西
岸
廻

船
が
主
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い

十
二
浦
か
ら
阿
北
に
向
か
い

土
崎
に
寄
り
、　
一
路
南
に
酒
田

一
路
能
登
の
七
尾
に
錯
を
お
ろ

し
て
人
夫
の
骨
を
休
め
、
さ
ら

に
船
出
を
し
て
若
狭
の
小
浜
に

至

っ
て
、
京
師

へ
米
を
半
分
お

ろ
し
て
門
津
に
至
る
航
路
が
田

の
西
岸
廻
船
で
す
。
０
は
九
州

廻
船
、
豊
後
水
道
を
東
北
に
能

美
島
、
東
は
安
芸
灘
を
北
に
大

三
島
大
島
の
間
を
ぬ
け
て
因
島

に
至
り
、　
一
路
九
亀
に
寄
り
、

さ
ら
に
小
豆
島
、
西
を
明
石
に

寄
り
堺
に
い
た
っ
て
荷
を
お
ろ

す
航
路
は
０
の
瀬
戸
内
汀
で
、

四
国
の
南
を
通
る
の
が
０
の
南

海
道
航
路
で
す
。
　
　
一

通
商
品
の
お
も
な
も
の

あ
き
あ
じ
、
た
ら
、
ほ
た
て

貝
、
と
ど
、
熊
の
皮
、
自
孤
の

皮
、
こ
ん
ぶ
、
か
に
、
海
狸
の

皮
、
い
か
、
鰊
、
く
じ
ら
、
金

砿
な
ど
主
と
し
て
北
海
道
産
の

物
品
を
通
商
船
に
積
載
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
当
時
の
蝦
夷
が
島
と
い
わ

れ
た
北
海
道
全
土
が
安
倍
安
東

氏
の
支
配
下
に
あ

っ
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。
安
東
水
軍

地
図
に
よ
る
と
、
北
海
道
に
お

け
る
要
港
の
名
称
に
は
、
十
三

と
い
う
二
字
が
つ
い
て
い
ま
す
ｏ

諸
外
国
に
は
、
塩
演
け
に
し
た

り
、
千
物
に
し
た
り
し
て
売

っ

熊
野
宮

霞
む

安
倍
氏
は
紀
州
那
智
の
熊
野
権

現
の
信
仰
が
厚
ぐ
、
建
保
二
年
■

二
一
四
）
安
倍
貞
季
が
本
社
の
許

し
を
得
て
、
そ
の
分
霊
を
祀
っ
た

十
二
新
城
記
に

「熊
野
社
の
鼓

音
は
五
衰
の
雲
を
掃
い
、
感
応
の

月
を
朗
に
す
る
」
と
あ
る
。

拝
殿
に
は
鰊
漁
場
が
栄
え
た
と

こ
ろ
の
船
の
絵
馬
が
十
数
点
保
存

さ
れ
て
い
る
が
、
左
方
に
債
舘
の

史
跡
が
あ
り
、
歴
史
的
に
由
緒
あ

る
神
社
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ

洗
磯
崎
神
社

（曇
こ

安
東
氏
が
荒
吐
神
を
祀
り
崇
拝

し
た
と
い
わ
れ
る
古

い
神
社
で
あ

文
永
十

一
年

⌒
一
二
七
四
）
天

台
僧
正
坊
に
よ

っ
て
薬
師
堂
が
建

設
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
以
来
薬
師

如
来
信
仰
が
盛
ん
に
な
り
、
旧
四

月
八
日
に
薬
師
祭
が
行
わ
れ
、
自

旗
立
て
た
参
詣
で
に
ぎ
わ
い
、
明

治
の
中
ご
ろ
ま
で
続

い
た
と
い
わ

社
は
小
高

い
丘
に
あ
り
、
境
内

か
ら
は
日
本
海
を
距
て
て
岩
木
山

が
眺
望
で
き
る
絶
景
の
地
で
あ
る
。

安

東

水

軍

⑦

島

勝

蔵

「
安
東
船
涛
潮
六
廻
船
Ｌ
寿
　
　
湊
に
寄

っ
て
米
を
積
み
、
大
河

永
二
年
頃
、　
一
一
八
三
年
頃
）
　

　

津
に
寄

っ
て
さ
ら
に
米
を
積
み
、



広報しうら ③

冬
ピ
除
夜
の従

十

二
月

は
、
陰
暦

で

「
師
走
」
　

　

　

「
ゴ

ー

ン
と
尾
を

引

く
よ
う

な

と
よ

ば
れ

て

い
ま

し
た
が

、
ま
た
　

　

余
韻

が
消

え

て
か
ら
次
を

つ
き
ま

別

の
名
を

「
除

月

⌒
じ

ょ
げ

つ
ご
　

　

す

し
、
信
者

の
方
が

入

り
代

わ

り

と
も

い
い
ま

し
た
。
　

　

　

　

　

　

　

立

ち
代

わ

り
鐘

を

つ
か
れ

る

の
で

十

二
月
が

「
除

月
」

で
、
三
十

　

　

時

間

は
正
確

に
測

れ
ま

せ
ん
。
百

一
日

つ
ま

り
大
曝

日
が

「
除

日
（
じ

　

　

八

つ
め
を
ピ

タ
リ
午

前
零
時

に

ょ
じ

つ
ご

、
そ

の
夜
が

「
除
夜
」
　

　

わ

せ
る

の
は
、

た

い
へ
ん
む
ず

か

と

い
う

わ

け

で
、
百

八

つ
の
鐘

で
　

　

し

い
。
昔

は
多

少
時

刻

が
ず

れ

て

知

ら
れ

る

「
除

夜

の
鑓

」
　

　

　

　

　

　

　

も

、
さ
ほ

ど
差

し

つ
か
え

な

一

一

つ こ す 称

一
」

一
一
一
一
一

″
一
一
〔
］
一
）

一
一

一
¨

一

一
¨
一

一

一

¨

一

『

一

一
一
一

『
中

‐サ く ヵ、
一

“
［
］
〕

　
　

　

一
一
一

¨
一

一
一

¨

一
¨

一

の
か
、
ご
存

じ

で
す

か
。
　

　

　

　

　

に
は
勝

て
ず

、

と

い

っ
た

と

昔

は
、
百

七

つ
を
年
内

に

つ
き
、
　

　

こ
ろ

で
す
。

そ
う

い
え
ば

、

こ
の

残

り

の

一
つ
を
新
年

に

つ
く
な

ら

　

　

夜

に
食

べ
る

″
年

越

し
そ

ば

″

の

わ

し
だ

っ
た
そ
う

で
す
が

、
今

で
　

　

そ
ば
粉

は
も

ち

ろ

ん
、

タ

レ

に
使

は
、
午

前
零
時

つ
ま

り
新

年

の
合

　

　

う

し

ょ
う

ゆ

の
材
料

で
あ

る
大
豆

図

に
最
初

の

一
つ
を

、
年

が
明
け
　

　

も

、

い
ま

で
は

ほ

と
ん

ど
輸

入

品

て
か
ら
残

り
百

七

つ
を

つ
く
お
寺

　

　

と
か
。

が
多

い
よ
う

で
す
。
　

　

　

　

　

　

　

　

除
夜

の
鐘

、
年

越

し
そ
ば

と

い

ど

う

し

て
、

こ
の
よ
う

に
変

わ

　

　

っ
た
年

の
瀬

の
風
物

詩

も
世

に

つ

っ
て
き

た

の
で
し

ょ
う

か
。
　

　

　

　

れ

て
変

わ

っ
て
き

て

い
ま
す
が

、

あ

る
お
寺

で
は
、

そ

の
辺

の
事

　

　

何

は
と
も

あ

れ

、　
一
九

八
〇
年

代

情

に

つ
い
て
、

こ
ん
な
話
を

し

て
　

　

が

よ

い
年

で
あ

り
ま

す
よ

う

に
祈

い
ま
す

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り
た

い
も

の
で
す

ね
。

Ｉ
Ｒ
専

―

私
た
ち
は
、
住

宅
の
購
入
や
病
気

な
ど
の
思
い
が
け

な
い
出
費
に
備
え
、

預
金
や
公
社
債
を

買
っ
て
貯
蓄
し
ま

こ
れ
ら
の
預
金
や
公
社
債
の
利

子
は
利
子
所
得
と
し
て
所
得
税
が

か
か
り
ま
す
が
、　
一
定
の
手
続
き

を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
税
金
が
か

か
ら
な
い
制
度
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
非
課
税
と
な
る
貯
蓄

の
種
類
と
金
額
に
つ
い
て
説
明
す

る
と
、
①
少
額
貯
書
の
利
子
　
預

貯
金
や
公
社
債
、
貸
付
信
託
な
ど

の
利
子
や
収
益
の
分
配
金
は
、　
一

人
元
本
三
百
万
円
ま
で
、

②
小
額
公
債
の
利
子
　
国
債
や
公

募
地
方
債
の
利
子
は
、
①
と
別
わ

く
で
一
人
額
面
三
百
万
円
ま
で
、

③
勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄
の
利
子

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
給
与
か
ら
天

引
き
さ
れ
て
貯
蓄
す
る
い
わ
ゆ
る

「蹴
形
貯
蓄
」
の
利
子
は
、
①
、

②
と
別
わ
く
で
一人
元
本
五
百
万

円
ま
で
。

こ
の
ほ
か
、
郵
便
貯
金
の
利
子

に
は
原
則
と
し
て
税
金
は
か
か
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
住
宅
を
購
入
す

る
た
め
の
貯
蓄
で
一
定
の
要
件
に

当
て
は
ま
る
と
き
は
、
最
高
三
万

円
を
所
得
税
か
ら
差
引
く

「住
宅

貯
蓄
控
除
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

貯

蓄

貯 と

金

「

―       ④ …
■

1 山田 仁 さん長女 (脇元 )  :

i:::二
手姦

善
意
あ
り
が
と
う

現
在
、
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

村
社
会
福
祉
協
議
会
に
も
次
々
と
善
意
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。脇

元
の
櫛
引
洋
逸
さ
ん
は
、
去
る
十

一
月
二
十
三
日
死
去

し
た
父
党
蔵
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円
を
寄
金
。

秋
田
谷
源
吾
君
（相
小
五
年
）も
新
聞
配
達
の
ア
ル
バ
イ
ト

料
の
中
か
ら
五
百
円
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
託
し
ま
し
た
。
村
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
「
た
す
け
あ
い
資
金
」
と
し
て
め
ぐ
ま
れ

な
い
人
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

詢
お

壁

長
利
　
宏
樹

⌒太
田
）
清
　
一

成
田
　
　
豪

（小
泊
）
清
　
四

梶
浦
耕

一
朗

（十
三
）
裕
　
行

吉
田
　
望
美

（相
内
）

弘

銀
）毎

（尋澤　継”
一は　嗣一

（柿調多鰯割
一制に断一

（摯蹴富報機
一「　「一

（鵜観　制「
一櫛　嘲一

（精哺　鏡秘
一卸海断一

（腑剌由裁一
一け　疎一

（鵜師　辞一
一〔　帥一

（薇詢れ哺一
一転　卸一

（鳴地　明雑
一鋼　帥一

（れ哺　君薇
一卸　軌一

（囃略智代拗
一鵬　峙一

∩
剛
∪

葛
西
　
和
昭

（脇
元
）
４７
歳

葛
西
　
重
蔵

⌒脇
元
）
“
歳

柏
谷
　
豊
作

（相
内
）
７９
歳


